
令和７年度（2025年度） 

第３回北海道十勝地域公共交通計画推進協議会 次第 
 

 

１ 議 案 

（１）議事 

第１号 十勝地域公共交通計画の進捗状況について 

    （令和７年度の取組実績及び令和８年度の取組予定） 

第２号 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

 

【送付資料】 

・資料１ 十勝地域公共交通計画推進管理表（概要版） 

・資料２ 十勝地域公共交通計画推進管理表（詳細版） 

・資料３ 十勝地域公共交通計画の評価指標と実績値 

・資料４ 十勝地域公共交通計画推進管理状況 

・資料５ 地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 

・参考  地域公共交通確保維持改善事業・事業評価実施細目 

 

 



議事について 

 

（１）議案第１号 十勝地域公共交通計画の進捗状況について 

 

十勝地域公共交通計画では、第３章「計画推進状況の評価実施体制」におい

て、毎年、施策の目標値に対する実績の評価・検証を基に、施策の実施内容の改

善・見直しを行うこととしています。 

先般協議会構成員に照会した取組実績に基づき、資料１～４を作成しておりま

す。 

 

【資料】 

・資料１ 十勝地域公共交通計画推進管理表（概要版） 

・資料２ 十勝地域公共交通計画推進管理表（詳細版） 

・資料３ 十勝地域公共交通計画の評価指標と実績値 

・資料４ 十勝地域公共交通計画推進管理状況 

 

 

（２）議案第２号 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（平成２３年度３月３０日国

総計第９７号、国鉄財第３６８号、国鉄業第１０２号、国自旅第２４０号、国海

内第１４９号及び国空環第１０３号）第３条第５項に基づき、北海道十勝地域公

共交通計画推進協議会が補助対象事業について評価を行い、その結果について北

海道運輸局長に報告するとともに、公表するものです。 

 

【資料】 

・資料５ 地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 

・参考  地域公共交通確保維持改善事業・事業評価実施細目 

 



実施主体　○：関係市町村　□：十勝バス　■：拓殖バス　△：タクシー事業者　●：道　◇：国

基本方針 基本施策
対応する
評価指標

事業内容 令和７年度の取組予定（実績） 令和８年度の取組予定

①利用実態の調査・分析
・新運賃両替箱による乗降データ取得のテスト運用（□）
・運賃箱データを用いた利用状況の分析（■）
・帯広圏における地域生活圏リーディング事業（調査）の実施（○）

・新運賃両替箱による乗降データ取得・分析（□）
・運賃箱データを用いた利用状況の分析（■）

②移動サービスの最適化に向けた検
討、実施

・デマンド交通等新たな移動サービスの検討（○）
・持続可能なバス路線を検討し、ダイヤ改正を実施（□）
・然別湖線・鹿追線・新帯線路線再編（■）
・関係市町村と連携し、各分科会において路線の最適化を検討（●）

・デマンド交通等新たな移動サービスの検討（○）
・持続可能なバス路線を検討し、ダイヤ改正を実施（□）
・運賃箱データから分析した利用実績を基にしたダイヤ最適化検討（■）
・関係市町村と連携し、各分科会において路線の最適化を検討（●）

③地域ニーズを踏まえた移動手段の調
査、研究

・コミュニティバス等における利用状況調査等の実施（○）
・利用者のバス乗車前後の移動手段や目的地等を把握するため、乗り込み調査を実施
（○）

・コミュニティバス等における利用状況調査等の実施（○）
・利用者のバス乗車前後の移動手段や目的地等を把握するため、乗り込み調査を実施
（○）

①運転手の業務や魅力の発信
・就職相談会、バス運転体験会等の実施（□■●）
・道外移住イベントでの町内タクシー事業者の周知（○）
・移住者向けの仕事紹介（バス運転手等）に関するオンラインイベントの開催（□■●）

・就職相談会、バス運転体験会等の実施（□■●）
・道外移住イベントでの町内タクシー事業者の周知（○）
・道外の運転手確保イベントでの共同ブース出展（□■●）

②人材確保の取組

・就職相談会、バス運転体験会等の実施（□■●◇）
・採用情報やイベント情報の発信（○）
・バス運転手確保のため地域おこし協力隊の活用検討（○）
・大型二種免許取得費用を負担（□■）
・二種免許取得費用を負担（△）

・就職相談会、バス運転体験会等の実施（□■●◇）
・採用情報やイベント情報の発信（○）
・バス運転手確保のため地域おこし協力隊の活用（○）
・大型二種免許取得費用を負担（□■）
・二種免許取得費用を負担（△）

①幹線交通、広域交通と生活圏交通の
連携強化

・幹線交通、広域交通との接続性を考慮した、コミュニティバス等のダイヤ見直し（○
■）

・幹線交通、広域交通との接続性を考慮した、コミュニティバス等のダイヤ見直し（○
■）

②交通結節点へのアクセス性向上

・アクセス性向上へ向けたバス路線の経路検討（○■）
・バス路線の沿線にある商業施設等の施設内への待合スペース等設置に向けて、関係施設
との協議を実施（○）
・バス時刻・現在地案内のデジタルサイネージ設置場所最適化の検討（□）

・アクセス性向上へ向けたバス路線の経路検討（○■）
・バス路線の沿線にある商業施設等の施設内への待合スペース等設置に向けて、関係施設
との協議を実施（○）

①情報発信や支払い方法の高度化の検
討

・ＨＰ等による運行情報の発信（○□■）
・新運賃箱でのキャッシュレス決済機能の改善（□）

・ＨＰ等による運行情報の発信（○□■）
・クレジット決済機能の導入（■）

②Wi-Fi等のデジタル設備の導入
・都市間バス（札幌線・旭川線）等へフリーWi-Fiを実施（□）
・バス車内へのフリーWi-Fi、充電設備の導入の検討（■）

・一般路線へのフリーWi-Fi、充電設備の導入検討（■）

③MaaSの継続的推進
・「トカチケ」の利用促進・広報周知（□■●）
・スマホ定期券の全路線導入検討（□）
・その他インターネット予約サイトでの乗車券販売（■）

・「トカチケ」の利用促進・広報周知（□■●）
・スマホ定期券の販売強化（■）

①モビリティ・マネジメントの実施
・バスの乗り方教室等の実施（○□■）
・市町村の取組事例を情報提供する横展開の実施（●）

・バスの乗り方教室等の実施（○□■）
・市町村の取組事例を情報提供する横展開の実施（●）

②公共交通利用促進活動の実施

・高校生や高齢者等を対象とした運賃助成や割引の実施（○）
・免許返納者への助成等の実施（○□■）
・ノーカーデーの実施（○●□）
・イベントに参加し、利用促進のＰＲ活動を実施（■）
・「トカチケ」の利用促進（□■●）

・高校生や高齢者等を対象とした運賃助成や割引の実施（○）
・免許返納者への助成等の実施（○□■）
・ノーカーデーの実施（○●□）
・イベントに参加し、利用促進のＰＲ活動を実施（■）
・「トカチケ」の利用促進（□■●）

地域全体で取り
組む利用促進

５．公共交通の利用促進活
動の実施

十勝地域公共交通計画　推進管理表【概要版】

広域移動ニーズ
を支える広域交
通ネットワーク
の持続性確保

１．広域移動ニーズを支え
る公共交通の確保に向けた
検討・実施

２．バス・タクシー運転手
の確保

シームレス化や
デジタル化によ
る広域交通の利
便性向上

３．乗継シームレス化によ
るサービスの利便性向上

４．デジタル技術活用によ
る利便性向上

ABC

ー

ABC

ABC

ABC

資料１



十勝地域公共交通計画　推進管理表（R7.12時点）

基本方針 No. 施策名
対応する
評価指標

実施概要 R7年度の取組実績（予定） R8年度の取組予定

【市町村での取組】
（帯広市等）
帯広圏（帯広市、音更町、幕別町、芽室町）における市町の境界を越えた利便性の高い、持続
可能な交通サービスの実現を目的とし、地域生活圏形成リーディング事業（調査）を実施
（R8.2まで）
（中札内村）

【市町村での取組】
（中札内村）
・広尾線バス輸送確保対策協議会にて乗車の実績を確認

【バス事業者での取組】
（十勝バス）
・新運賃両替箱による乗降データ取得のテスト運用を開始（15台、R7.12）
（拓殖バス）
・運賃箱データを用いた利用状況の分析を実施し年末年始ダイヤの見直し（R7.8）

【バス事業者での取組】
（十勝バス）
・新運賃両替箱の全車両による本格運用を開始し、乗降データの解析を実施（R8.4～）
（拓殖バス）
・運賃箱データを用いた利用状況の分析を実施(運賃改定による効果、逸走状況等の分析）

【バス事業者での検討・実施】
（十勝バス）
・ダイヤ改正の実施（R7.6.2）
（拓殖バス）
然別湖線・鹿追線・新帯線路線再編（R7.10）

【バス事業者での検討・実施】
（十勝バス）
・ダイヤ改正の実施（R8.4.21）
（拓殖バス）
・運賃箱データから分析した利用実績を基にダイヤ最適化を検討

【道での検討・実施】
（道）
・関係市町村と連携し、各分科会において各路線の最適化を検討

【道での検討・実施】
（道）
・関係市町村と連携し、各分科会において各路線の最適化を検討

【利用状況等の調査】
（帯広市）
・あいのりタクシーのダイヤ改正検討
（音更町）
・コミバス乗降調査実施（R7.9）
（士幌町）
・デマンド運行に向けて町民のニーズ等の分析調査を実施
（中札内村）
・コミュニティバスの乗車実績の確認とドライバーへのヒアリングを随時実施
（大樹町）
・大樹町地域公共交通計画の策定に向けて調査を実施（R8.3策定予定）
（幕別町）
コミュニティバスで冬季、各便１回ずつ乗り込み調査を実施予定（R8.2）
（足寄町）
・足寄町地域公共交通計画に基づき足寄町地域公共交通活性化協議会でコミュニティバス
の利用実績等を分析・評価を実施予定（R8.1）
・町内の生活圏交通について、乗合デマンドサービス導入に向けた情報収集
（十勝バス）
・デマンド型交通「おおぞライナー」の運行終了（R7.4.18）
・大空地区「大空ローカルハブ」の廃止（R7.7.25）

【利用状況等の調査】
（帯広市）
・あいのりタクシーのダイヤ改正検討
（音更町）
・コミバス乗降調査実施（R8.7）
（中札内村）
・コミュニティバスの乗車実績の確認とドライバーへのヒアリングを随時実施
（清水町）
・清水町地域公共交通計画の策定に向けて調査実施予定（R8.策定予定）
（幕別町）
コミュニティバスで冬季、各便１回ずつ乗り込み調査を実施し、バス乗車前後の移動手段や
目的地、要望を聞き取り利用者ニーズの把握に努める
（足寄町）
・足寄町地域公共交通計画に基づき足寄町地域公共交通活性化協議会でコミュニティバス
の利用実績等を分析・評価を実施予定（R8.12）
・町内の生活圏交通について、乗合デマンドサービス導入に向けた情報収集・検討を予定
（浦幌町）
・公共交通再構築に向けて調査、分析を実施予定（R8.4）

【住民の意見把握】
（音更町）
・乗合タクシー満足度アンケート実施（R7.11）
（上士幌町）
・地域公共交通活性化協議会を開催し、意見聴取（R7.6）
・コミュニティバス等の利用状況や意見・要望について、町内高齢者へ聞き取り（R7.12）
（中札内村）
・コミュニティバス車内へ意見箱を設置し、村ホームページや広報でも意見を随時募集
・介護カフェにてデマンド運行について意見交換を実施（R7.6）
（広尾町）
・広尾町地域公共交通会議を設置し、地域の課題や対策を協議
・広尾町に新たな公共交通手段を導入するため、町民対象の公共交通ワークショップを行
い、町民が求める新たな公共交通手段の洗い出し
・広尾町地域公共交通会議の委員の中からさらに公共交通検討ワーキングチームを設置し、
新たな公共交通手段の導入に向けて検討中
（池田町）
・地域公共交通活性化協議会を開催し、意見聴取
（足寄町）
・町広報でコミュニティバスに関する意見・要望を募集（R7.5）

【住民の意見把握】
（音更町）
・乗合タクシー満足度アンケート実施（R8.10）
（上士幌町）
・地域公共交通活性化協議会を開催し、意見聴取（R8.6）
（中札内村）
・コミュニティバス車内へ意見箱を設置し、村ホームページや広報でも意見を随時募集
（清水町）
・清水町地域公共交通計画の策定に向けて調査実施予定（R8.策定予定）
（広尾町）
・新たな公共交通手段の決定・実証実験に向けた準備を実施予定
（池田町）
・地域公共交通活性化協議会を開催し、意見聴取
（足寄町）
・町広報でコミュニティバスに関する意見・要望を募集予定（R8.5）

【就職相談会・運転手体験等】
（足寄町）
・町内タクシー事業者の運転手確保のため、「北海道移住・交流フェア2025」で周知（R7.9
大阪会場・R7.10東京会場）
（道、十勝バス、拓殖バス、タクシー協会）
・合同就職相談会＆バス運転体験会を開催(R7.11.6)
（国、道、十勝バス、拓殖バス、タクシー協会）
・自衛隊員向け合同就職相談会を開催・協力(R7.12.6)

【就職相談会・運転手体験等】
（足寄町）
・町内タクシー事業者の運転手確保のため、担い手の募集について、移住フェア等で周知予
定
（道、十勝バス、拓殖バス、タクシー協会）
・合同就職相談会＆バス運転体験会を開催
（国、道、十勝バス、拓殖バス、タクシー協会）
・自衛隊員向け合同就職相談会を開催・協力（R8.8～11月の間で検討）
（道、十勝バス、拓殖バス）
・どらなびEXPOでの共同ブース出展（R8.10）

【情報発信等】
（音更町）
・イベントの町HP等への掲載協力（R7.11バスの日フェスタ）
（中札内村）
・イベントへの広報協力（町HP、SNS等）
（幕別町）
・イベントの広報協力（依頼がある都度）
（タクシー事業者）
・HPにおける採用ページの拡充
・養成期間の賃金保障、募集媒体内で実質賃金の事例紹介
（道）
・移住検討社向けの仕事紹介（バス・タクシー運転手）に関するオンラインイベントの開催
（R8.1）
・合同就職相談会について、HP・SNS・新聞広告を通して周知（R7.11）

【情報発信等】
（音更町）
・イベントの町HP等への掲載協力
（中札内村）
・イベントへの広報協力（町HP、SNS等）
（幕別町）
・イベントでの広報協力（町HP、SNS掲載）
（タクシー事業者）
・HPにおける採用ページの拡充
・養成期間の賃金保障、募集媒体内で実質賃金の事例紹介
（道）
・合同就職相談会について、HP・SNS等を通して周知

【就職相談会・運転手体験等】
（音更町）
・地域おこし協力隊採用に向け、移住相談会等に参加（R7.10,11)
（道、十勝バス、拓殖バス）
・合同就職相談会＆バス運転体験会を開催(R7.11.6)
（国、道、十勝バス、拓殖バス）
・自衛隊員向け合同就職相談会を開催・協力(R7.12.6)

【就職相談会・運転手体験等】
（道、十勝バス、拓殖バス）
・合同就職相談会＆バス運転体験会を開催（R8.11）
（国、道、十勝バス、拓殖バス）
・自衛隊員向け合同就職相談会を開催・協力（R8.8～11月の間で検討）
（道、十勝バス、拓殖バス）
・どらなびEXPOでの共同ブース出展（R8.10）【情報発信】

（帯広市）
・帯広市が運営する就職マッチングサイト「BizLoca Tokachi（ビズロケとかち）」にバス・
タクシー事業者の登録を促すとともに、採用情報を発信
（道）
・合同就職相談会について、HP・新聞広告を通して周知（R7.11）

【情報発信】
（帯広市）
・帯広市が運営する就職マッチングサイト「BizLoca Tokachi（ビズロケとかち）」にバス・
タクシー事業者の登録を促すとともに、採用情報を発信
（道）
・合同就職相談会について、HP・SNS等を通して周知

【補助金・支援等】
（音更町）
・バス運転手確保のため、地域おこし協力隊制度の活用を検討
（本別町）
・運転手確保方策として、支援策を検討
（十勝バス）
・大型二種免許取得費用を支援
（拓殖バス）
・大型二種免許取得費用を支援継続中
・電子スターフ（運行表）を路線バスの全車両に装備し、乗務員の業務を軽減（R7.4）
（タクシー事業者）
・二種免許取得費用の100％支援

【補助金・支援等】
（音更町）
・地域おこし協力隊受入事業者と委託契約し、活動費等を支援予定
（本別町）
・運転手確保方策として、支援策を検討
（十勝バス）
・大型二種免許取得費用を支援
（拓殖バス）
・大型二種免許取得費用を支援継続
（タクシー事業者）
・二種免許取得費用の100％支援

【市町村での検討・実施】
（音更町）
・R7.7～新ルート・ダイヤ等で運行開始（コミバス・乗合タクシー）
・R9.8開催予定の全国和牛共進会での自動運転実装に向け、実証運行などについて協議
中
（士幌町）
・士幌町地域公共交通活性化協議会を設置（２回開催）
（上士幌町）
・コミュニティバスの一部区間におけるデマンド運行を検討
（鹿追町）
・分科会において移動サービスの最適化に向けた検討を行い、R7.10から鹿追町内におけ
る地域内フィーダー系統路線の運行を開始したほか、地域幹線系統の統廃合を行った
（芽室町）
公共ライドシェアの実証実験
（中札内村）
・コミュニティバスの利便性向上に向けた運行経路の変更
・関係団体と協議するために中札内村移動支援サービス協議会を設置（R7.10）
（更別村）
・地域公共交通の空白時間の解消方策について調査研究を実施
（大樹町）
・交通空白地域に対する解消方策について調査研究を実施
（池田町）
・令和７年度策定の利便増進実施計画に基づき、コミュニティバスの運行内容を見直し、変
更後の運行内容にて運行を実施（R7.10）
・令和７年度策定の利便増進実施計画に基づき、コミュニティバスの運行内容の見直しに伴
う新たなバスマップを作成（R7.10）
（本別町）
・町内公共交通網の維持・見直しのため、郊外部交通→市街地交通→広域交通の連携強化
・地域公共交通計画の策定にあたり帯広陸別線の最適化を検討(十勝地域公共交通計画推
進協議会第４分科会検討部会と合同）
（足寄町）
・十勝地域公共交通計画推進協議会第４分科会検討部会で路線バスの減便を含めた最適化
について継続して検討（R7.9）
（浦幌町）
・コミュニティバスにおける郊外3路線のデマンド方式運行を実施
 ・交通の現状、課題等を探ぐり再構築を図るため、公共交通再構築ワーキンググループ会
議の実施。（R7.6）

【市町村での検討・実施】
（帯広市等）
地域生活圏形成リーディング事業で得たデータをもとに、利便性の高い、持続可能な交通
サービスの導入について検討
（音更町）
・R9.8全国和牛共進会での自動運転実装に向け、継続協議
（士幌町）
・デマンド運行実証実験を実施
（上士幌町）
・コミュニティバスの一部区間におけるデマンド運行を検討
（中札内村）
・コミュニティバスの利便性向上に向けた運行経路の変更
・中札内村移動支援サービス協議会で協議
（更別村）
・地域公共交通の空白時間の解消方策について運行計画等の検討
（池田町）
・令和７年度策定の利便増進実施計画に基づき、コミュニティバスのバス待合環境の快適化
を実施予定（R8.10）【新規】
・令和７年度策定の利便増進実施計画に基づき、農村部交通の確保に向けた実証実験を実
施予定（R8.10）【新規】
（本別町）
・町内公共交通網の維持・見直しのため、郊外部交通→市街地交通→広域交通の連携強化
・地域公共交通計画の策定にあたり帯広陸別線の最適化を検討(十勝地域公共交通計画推
進協議会第４分科会検討部会と合同）
（足寄町）
・十勝地域公共交通計画推進協議会第４分科会検討部会で路線バスの減便を含めた最適化
について継続して検討（R8.5）

【事業①】
・バス・タクシー運転手の業務や魅力の発信

【事業➁】
・人材確保の取組

公共交通の運⾏に必要なバ
ス運転⼿等を確保するため、
運転⼿の業務について魅⼒
発信を⾏うとともに、中⻑期
的な運転⼿確保に向けた取
組を検討するなど、⼈材確
保に努める

2
バス・タクシー運転手の確
保

―

【事業①】
・広域移動に係る利用実態の調査、分析

【事業②】
・移動サービスの最適化に向けた検討、実施

【事業③】
・地域ニーズを踏まえた移動手段の調査、研究

ABC

目標

広域移動に係る利用実態を
把握するとともに、地域ニー
ズを踏まえた移動手段の最
適化に向けた検討をはじめ
とした持続可能な広域交通
ネットワークの確保に向けた

取組を進める

1
広域移動ニーズを支える
公共交通の確保に向けた

検討・実施

広域移動ニーズを支える
広域交通ネットワークの持
続性確保

資料２



十勝地域公共交通計画　推進管理表（R7.12時点）

基本方針 No. 施策名
対応する
評価指標

実施概要 R7年度の取組実績（予定） R8年度の取組予定目標

資料２

【ダイヤ等の検討】
（音更町）
・新ルート・ダイヤ等で運行開始（コミバス・乗合タクシー）（R7.7～）
（中札内村）
・コミュニティバスと十勝バスの接続を考慮した運行とし、その旨を時刻表に記載
（更別村）
・運行ルートの現状維持
（大樹町）
・広尾線への乗継シームレス化に向けたコミュニティバスの運行ダイヤ見直しを検討
（池田町）
・令和７年度策定の利便増進実施計画に基づき、コミュニティバスの運行内容を見直し、変
更後の運行内容にて運行を実施（R7.10）
（豊頃町）
・JR豊頃駅の発着時間変更等の理由によるコミュニティバスの運行ダイヤ改正
（本別町）
・町内公共交通と地域間幹線系統との接続強化
(拓殖バス）
他系統との接続ダイヤの調整については継続検討中

【ダイヤ等の検討】
（中札内村）
・コミュニティバスと十勝バスの接続を考慮した運行とし、その旨を時刻表に記載
（豊頃町）
・JR豊頃駅の発着時間変更等の理由によるコミュニティバスの運行ダイヤ改正
（本別町）
・町内公共交通と地域間幹線系統との接続強化
・コミュニティーバスのダイヤ改正（R8.4）
（足寄町）
・コミュニティバスと路線バスの交通結節点の増設等について、継続して検討
(拓殖バス）
他系統との接続ダイヤの調整については継続検討
・帯広市内中心部の変化に対応した帯広市内線の経路変更【新規】

【路線の経路検討】
（音更町）
・道の駅おとふけ～道の駅ガーデンスパ十勝川温泉間のバス運行に向けて協議中
（拓殖バス）
・道の駅おとふけへのアクセスについて路線バス延伸の可能性を検討中
（道）
・必要に応じ、交通結節点への乗り入れ・乗継に関する協議に参加

【路線の経路検討】
（音更町）
・道の駅おとふけ～道の駅ガーデンスパ十勝川温泉間のバス運行に向けて継続協議
（道）
・必要に応じ、交通結節点への乗り入れ・乗継に関する協議に参加

（帯広市）
・バス路線の沿線にある商業施設等の施設内への待合スペースやベンチ設置について検討
（足寄町）
・コミュニティバスと路線バス待合所の維持管理を実施
（十勝バス）
・大空地区「大空ローカルハブ」の廃止（R7.7.25）
・バス時刻や現在地案内が表示されるデジタルサイネージの設置場所の最適化を検討継続

（帯広市）
・バス路線の沿線にある商業施設等の施設内への待合スペースやベンチ設置に向けて沿線
施設との協議を実施
（池田町）
・令和７年度策定の利便増進実施計画に基づき、コミュニティバスのバス待合環境の快適化
を実施予定（R8.10）【新規】
（足寄町）
・コミュニティバスと路線バスの待合所の維持管理を実施予定

【支払い方法の高度化導入・検討】
（十勝バス）
・新運賃箱でのキャッシュレス決済を車輛限定（15台）で開始（R7.12.19）
（拓測バス）
・空港連絡バスへのクレジット決済（タッチ決済）導入（R7.12）

【支払い方法の高度化導入・検討】
（拓測バス）
・旭川・帯広線へのクレジット決済（タッチ決済）導入【新規】

【Wi-Fi当設備の導入・検討】
（十勝バス）
・都市間バス（札幌線・旭川線）、空港連絡バスへ引き続きフリーWi-Fiを設置
（拓殖バス）
・バス車内へのフリーWi-Fi、充電設備導入は高速バス、空港連絡バスは設置済みであるが
一般路線は継続検討

【Wi-Fi当設備の導入・検討】
（拓殖バス）
・一般路線のフリーWi-Fi、充電設備導入を継続検討

【AIデマンド】
（本別町）
・町内公共交通におけるMaaSとしてAIデマンドの研究をはじめとした地域公共交通シス
テムの可能性の調査

【AIデマンド】
（本別町）
・町内公共交通におけるMaaSとしてAIデマンドの研究をはじめとした地域公共交通シス
テムの可能性の見出し実証実験を実施

【情報発信】
（音更町）
・町広報紙にて、路線バスのキャッシュレス決済や時刻表・位置情報検索などの方法を掲載
（R7.5）
（鹿追町）
・北海道新聞に折り込みされる総合交通ガイドブックへの町内患者輸送バス時刻表の掲載
（新得町）
・町内の公共交通の時刻表を記載した「総合交通時刻表」を町民に配布（R7.4.1、町広報に
折り込み）
（清水町）
・町ホームページに清水帯広線等の時刻表等を掲載
（更別村）
・村広報・ホームページなどで村内公共交通の情報発信（広報R8.3、HP更新R7.5）
・村民バス・乗合タクシーの現在位置情報及び乗合タクシー予約システムアプリの運営
（大樹町）
・町HPにコミュニティバスの時刻表及び路線図を掲載
（池田町）
・コミュニティバス運行時刻表作成、掲示（R7.10）
（豊頃町）
・コミュニティバス運行時刻表の作成、掲示
(本別町）
・町HPにコミュニティバスとへき地患者輸送バスの乗り方や時刻表を掲載（R7.4～）
・町広報誌に「公共交通ご利用ガイド」掲載（R7.4)
・フリーペーパーに町内公共交通の時刻表、路線図のデータ提供（R7.10発行）
・町広報誌で十勝バスの運転免許返納者半額制度周知
・コミュニティバスダイヤ改正周知記事掲載と時刻表、路線図折込（R7.9、R8.3）
（足寄町）
・コミュニティバスの路線図及び時刻表を足寄町ホームページに掲載
（陸別町）
・時刻表の情報発信（町内回覧ほか）
（十勝バス）
・Ｇoogleマップによる遅延状況・迂回状況等の情報の発信（R7.12.15大雪時）
・新運賃箱でのキャッシュレス決済を車輛限定（15台）で開始（R7.12.19）

【情報発信】
（音更町）
・町広報紙にて、路線バスのキャッシュレス決済や時刻表・位置情報検索などの方法を、掲載
予定
（鹿追町）
・北海道新聞に折り込みされる総合交通ガイドブックへの町内患者輸送バス時刻表の掲載
（新得町）
・町内の公共交通の時刻表を記載した「総合交通時刻表」を町民に配布（R8.4.1、町広報に
折り込み）
（清水町）
・町ホームページに清水帯広線等の時刻表等を掲載
（更別村）
・村広報・ホームページなどで村内公共交通の情報発信
・村民バス・乗合タクシーの現在位置情報及び乗合タクシー予約システムアプリの運営
（大樹町）
町HPにコミュニティバスの時刻表及び路線図を掲載
（豊頃町）
・コミュニティバス運行時刻表の作成、掲示
(本別町）
・町HPにコミュニティバスとへき地患者輸送バスの乗り方や時刻表を掲載（R8.4～）
・町広報誌に「公共交通ご利用ガイド」掲載（R8月分.4)
・フリーペーパーに町内公共交通の時刻表、路線図のデータ提供（R8.10発行）
・町広報誌で十勝バスの運転免許返納者半額制度周知
（足寄町）
・コミュニティバスの路線図及び時刻表を足寄町ホームページに掲載
（陸別町）
・時刻表の情報発信（町内回覧ほか）

【トカチケ等】
(十勝バス)
・空港連絡バスでの「トカチケ」利用促進の実施（韓国便の乗客対応）
・スマホ定期券の全路線導入について検討継続
（拓殖バス）
・十勝管内路線バス乗り放題券(VISIT TOKACHI PASS)の販売
・インターネット予約サイトでの乗車券販売、ぐるっと北海道に参画し然別湖往復券等の販売
実施（R7.11）
（道）
・「ビジットトカチパス」のPRチラシを作成、配付

【トカチケ等】
（拓殖バス）
スマートフォン定期券の販売強化
（道）
・「トカチケ」等のPRを実施

【経路検索】
（中札内村）
・コミュニティバスの時刻表を大手乗換案内サイトに登録し、経路検索の利便性を向上

【経路検索】
（中札内村）
・コミュニティバスの時刻表を大手乗換案内サイトに登録し、経路検索の利便性を向上

シームレス化やデジタル化
による広域交通の利便性
向上

【事業②】
・Wi-Fi等のデジタル設備の導入

【事業③】
・MaaSの継続的推進

【事業①】
・情報発信や支払い方法の高度化の検討

利用者の利便性向上を図る
ため、重複路線の共通時刻
表を作成するほか、乗車中
の快適性向上に向けてバス
車内でのフリーWi-Fiの導
入を進めるとともに、情報発
信や支払い方法の高度化
や、MaaSの継続的推進に
取り組む

4
デジタル技術活用による
利便性向上

ABC

広域移動の利便性を向上さ
せるため、交通モード間の乗
継時間の改善や交通結節点
へのアクセス性向上を図る

3
乗継シームレス化による
サービスの利便性向上

ABC

【事業①】
・幹線交通、広域交通と生活圏交通の連携強化

【事業②】
・交通結節点へのアクセス性向上



十勝地域公共交通計画　推進管理表（R7.12時点）

基本方針 No. 施策名
対応する
評価指標

実施概要 R7年度の取組実績（予定） R8年度の取組予定目標

資料２

【ツールの作成・配布等】
（帯広市）
・中高生・転入者及び高齢者に向けたモビリティ・マネジメントツール（小冊子）を作成・配布
予定（R8.2)

【ツールの作成・配布等】
（帯広市）
・中高生・転入者及び高齢者に向けたモビリティ・マネジメントツール（小冊子）を作成・配布

【その他】
（道）
・市町村等の取組事例を情報提供する横展開を実施（R7.12）

【その他】
（道）
・市町村等の取組事例を情報提供する横展開を実施

【トカチケ等】
(十勝バス)
・空港連絡バスでの「トカチケ」利用促進の実施（韓国便の乗客対応）
（十勝バス・拓殖バス）
・十勝管内路線バス乗り放題券(VISIT TOKACHI PASS)の販売
（道）
・十勝管内路線バス乗り放題券(VISIT TOKACHI PASS)のPRチラシ作成、配付

【トカチケ等】
（十勝バス・拓殖バス）
・十勝管内路線バス乗り放題券(VISIT TOKACHI PASS)の販売
（道）
・「トカチケ」等のPRを実施

【広報・周知】
（音更町）
・コミュニティバスの新ルート・新ダイヤでの運行について、町広報紙等に掲載（R7.5-6）
・公共交通の利用促進に向けた記事を掲載（R7.5）
（広尾町）
バス利用促進のためのチラシを広報へ折込
（幕別町）
・町広報紙の運転免許自主返納臨時窓口開設（７月・11月）記事に合わせて、幕別町コミュニ
ティバス運賃無料（R5.7～）を掲載
（池田町）
・コミュニティバスの運行内容見直しについて、町広報誌及び町ホームページに掲載
（R7.10）

【広報・周知】
（音更町）
・公共交通の利用促進に向けた記事を掲載（R8.5）
（広尾町）
バス利用促進のためのチラシを広報へ折込
（幕別町）
・町広報紙の運転免許自主返納臨時窓口開設（７月・11月）記事に合わせて、幕別町コミュニ
ティバス運賃無料（R5.7～）を掲載
（拓殖バス）
・HPリニューアルの検討【新規】

【イベント等実施・参加】
（音更町）
・一般社団法人交通環境まちづくりセンター主催のもと国庫補助事業を活用し、dec・NDS
運営により町内民間企業2社と連携し、コミバス教室を実施（R7.11）
（拓殖バス）
・鹿追町こども万博に参加し路線バス車両を紹介（R7.10）

【イベント等実施・参加】
（拓殖バス）
・バスの利用促進イベントの参加

【運賃助成・割引等】
（音更町）
・毎月8日を「コミバスの日」とし、運賃を無料化（R7.7.1～）
（士幌町）
・申請者に対してバスチケットを交付
・バス料金の値上げに伴う差額分の追加支給
・コミバスの無料運行
（上士幌町）
・上士幌高校へ通学する生徒を対象とした通学定期助成
（鹿追町）
・町内子どもバス助成（一律100円乗車券）の実施
・鹿追高等学校通学者への通学定期助成（全額助成）
（新得町）
・生活バス路線運賃補助の実施（路線バスの町内運賃100円券（子ども・障がい者は50円）
の交付）
（芽室町）
・イベントと連携し、イベント会場までのコミュニティバスの料金の免除
（大樹町）
・大樹高等学校通学者への通学定期助成（購入代金の３分の１）
（広尾町）
・高齢者外出支援助成事業による交通費助成券の発行
（幕別町）
・75歳以上の方について、幕別町コミュニティバス運賃無料
（池田町）
・通学定期助成や一部地域住民に対する民間バス運賃助成の実施
（本別町）
・複数人で銀河線代替バス（十勝バス）を利用して町外旅行する場合、1/2の運賃助成
・銀河線代替バス（十勝バス）を利用して町内移動するため回数券を購入する場合、1/2を
助成
・高齢者等の町内公営公共交通の無償化
・本別高校へ通学する生徒へ運賃助成
（足寄町）
・足寄町内から足寄高校・本別高校等に通う生徒を対象とした通学定期助成を実施
・こどもや65歳以上の方等について、町内コミュニティバスの使用料無償
（陸別町）
・町内でのタクシー利用１回300円
・地域間バス利用促進（町民へ路線バス運賃の2/3助成）
・高校生の通学定期購入に係る助成
（拓殖バス）
・音更高校、鹿追高校の新入生向け定期券説明会実施（R7.4）

【運賃助成・割引等】
（士幌町）
・申請者に対してバスチケットを交付（随時）
・コミバスの無料運行
（上士幌町）
・上士幌高校へ通学する生徒を対象とした通学定期助成
（鹿追町）
・町内子どもバス助成（一律100円乗車券）の実施
・鹿追高等学校通学者への通学定期助成（全額助成）
（新得町）
・生活バス路線運賃補助の実施（路線バスの町内運賃100円券（子ども・障がい者は50円）
の交付）
（芽室町）
・イベントと連携し、イベント会場までのコミュニティバスの料金の免除
（大樹町）
・大樹高等学校通学者への通学定期助成（購入代金の３分の１）
（広尾町）
・高齢者外出支援助成事業による交通費助成券の発行
（幕別町）
・75歳以上の方について、幕別町コミュニティバス運賃無料
（池田町）
・通学定期助成や一部地域住民に対する民間バス運賃助成の実施
（本別町）
・複数人で銀河線代替バス（十勝バス）を利用して町外旅行する場合、1/2の運賃助成
・銀河線代替バス（十勝バス）を利用して町内移動するため回数券を購入する場合、1/2を
助成
・高齢者等の町内公営公共交通の無償化
・本別高校へ通学する生徒へ運賃助成
（足寄町）
・足寄町内から足寄高校・本別高校等に通う生徒を対象とした通学定期助成を実施
・こどもや65歳以上の方等について、町内コミュニティバスの使用料無償
（陸別町）
・町内でのタクシー利用１回300円
・地域間バス利用促進（町民へ路線バス運賃の2/3助成）
・高校生の通学定期購入に係る助成
（拓殖バス）
・音更高校、鹿追高校の新入生向け定期券説明会実施（R8.4）

【ノーカーデー】
（帯広市）
・職員を対象に、月に２回、通勤の際にマイカーの使用を控える「ノーカーデー」の取組を実
施
（士幌町）
・職員を対象に、年12回以上の通勤時マイカーの使用を控える取り組みを実施
（上士幌町）
・ノーカーデーの実施（R6～、庁内、毎週金曜）
（新得町）
・職員を対象にノーカーデーを実施（6月～9月の第1金曜日）
（清水町）
・職員を対象に月１回（6月～9月）の通勤の際にマイカーの使用を控えるノーカーデーの取
組を実施
（芽室町）
・R7.6～9の第一金曜日をノーカーデーとしてマイカー利用の自粛と公共交通の利用につ
いて呼びかけを実施
（中札内村）
・６月～９月の第一金曜日をノーカーデーとしてマイカー利用の自粛と公共交通の利用につ
いて呼びかけを実施
（大樹町）
・６月～９月の第一金曜日をノーカーデーとしてマイカー利用の自粛と公共交通の利用につ
いて呼びかけを実施
（広尾町）
・ノーカーデーの実施（R7.6～10）
（池田町）
・役場職員を対象に、通勤の際にマイカーの使用を控えるノーカーデーの取組を実施（６月
～９月の第１金曜日）
（豊頃町）
役場職員のノーカーデーの実施（月1回×12カ月）
（足寄町）
・ノーカーデーの実施（R6～、庁内、毎週金曜）
（十勝バス）
・ノーカーデー集中取組期間に呼びかけ実施
（道）
・ノーカーデーの周知

【ノーカーデー】
（帯広市）
・職員を対象に、月に２回、通勤の際にマイカーの使用を控える「ノーカーデー」の取組を実
施
（上士幌町）
・ノーカーデーの実施（R6～、庁内、毎週金曜）
（新得町）
・職員を対象にノーカーデーを実施（6月～9月の第1金曜日）
（清水町）
・職員を対象に月１回（6月～9月）の通勤の際にマイカーの使用を控えるノーカーデーの取
組を実施
（芽室町）
・R7.6～9の第一金曜日をノーカーデーとしてマイカー利用の自粛と公共交通の利用につ
いて呼びかけを実施
（中札内村）
・６月～９月の第一金曜日をノーカーデーとしてマイカー利用の自粛と公共交通の利用につ
いて呼びかけを実施
（大樹町）
・６月～９月の第一金曜日をノーカーデーとしてマイカー利用の自粛と公共交通の利用につ
いて呼びかけを実施
（広尾町）
・ノーカーデーの実施（R7.6～10）
（池田町）
・役場職員を対象に、通勤の際にマイカーの使用を控えるノーカーデーの取組を実施（６月
～９月の第１金曜日）
（豊頃町）
役場職員のノーカーデーの実施（月1回×12カ月）
（足寄町）
・ノーカーデーの実施（R6～、庁内、毎週金曜）
（道）
・ノーカーデーの実施

【免許返納者への助成等】
（音更町）
・60歳以上の免許証返納者のコミバス運賃半額割引を実施（R7.7～）
（士幌町）
・申請者に対してハイヤーチケットを交付
・ハイヤー料金の値上げに伴う差額分の追加支給
・年3回の運転免許自主返納窓口の開設（他部署担当）とハイヤーチケット申請の受付
（上士幌町）
・運転免許証を自主返納した高齢者に対し、運転経歴証明書の交付手数料相当額及び返納
申請時のバス運賃相当額を助成
（鹿追町）
・警察署と連携した高齢者の免許返納支援（免許返納臨時窓口開設）
・免許返納者へのタクシー券の割増助成
（新得町）
高齢者運転免許証自主返納支援事業（運転免許証を返納した高齢者に対し、福祉交通費助
成制度（タクシー券）の助成額を24ヵ月間2倍にする）
（清水町）
清水帯広線において60歳以上の運転免許返納者の運賃割引を実施
（芽室町）
・自動車運転免許返納者への特典付与の実施（コミュニティバス１年間　無料乗車券）
（中札内村）
・十勝バス広尾線を利用する高齢者に対して運賃を助成（高齢者民間バス運賃助成事業）
（更別村）
・高齢運転免許自主返納奨励事業の実施（商品券3,000円分）
・村HPにて「北海道高齢者運転免許自主返納サポート制度」「（十勝バス・拓殖バス）運転免
許返納者のバス運賃優遇制度」の紹介
（大樹町）
・運運転免許証を自主返納した高齢者に対し、運転経歴証明書の交付手数料相当額の助成
を実施
（広尾町）
・運転免許返納者への助成
（幕別町）
・65歳以上の自動車運転免許返納者について、幕別町コミュニティバス運賃無料
（池田町）
・自動車運転免許返納者への運賃割引を実施
（本別町）
・６５歳以上の運転免許非所有者等へタクシーチケット＠30枚交付（返納年度加算、有償購
入制度あり）
（足寄町）
・運転免許証を自主返納した高齢者に対し、運転経歴証明書の交付手数料相当額の助成を
実施
（十勝バス）
・免許返納制度による運賃割引制度の実施
（拓殖バス）
免許返納者に対する運賃割引

【免許返納者への助成等】
（士幌町）
・申請者に対してハイヤーチケットを交付（随時）
・年3回の運転免許自主返納窓口の開設（他部署担当）とハイヤーチケット申請の受付
（上士幌町）
・運転免許証を自主返納した高齢者に対し、運転経歴証明書の交付手数料相当額及び返納
申請時のバス運賃相当額を助成
（鹿追町）
・警察署と連携した高齢者の免許返納支援（免許返納臨時窓口開設）
・免許返納者へのタクシー券の割増助成
（新得町）
高齢者運転免許証自主返納支援事業（運転免許証を返納した高齢者に対し、福祉交通費助
成制度の助成額を24ヵ月間2倍にする）
（清水町）
・清水帯広線において60歳以上の運転免許返納者の運賃割引を実施
（芽室町）
・自動車運転免許返納者への特典付与の実施（コミュニティバス１年間　無料乗車券）
（中札内村）
・十勝バス広尾線を利用する高齢者に対して運賃を助成（高齢者民間バス運賃助成事業）
（更別村）
・高齢運転免許自主返納奨励事業の実施（商品券3,000円分）
・村HPにて「北海道高齢者運転免許自主返納サポート制度」「（十勝バス・拓殖バス）運転免
許返納者のバス運賃優遇制度」の紹介
（大樹町）
・運運転免許証を自主返納した高齢者に対し、運転経歴証明書の交付手数料相当額の助成
を実施
（広尾町）
・運転免許返納者への助成
（幕別町）
・65歳以上の自動車運転免許返納者について、幕別町コミュニティバス運賃無料
（池田町）
・自動車運転免許返納者への運賃割引を実施
（本別町）
・６５歳以上の運転免許非所有者等へタクシーチケット＠30枚交付（返納年度加算、有償購
入制度あり）
（足寄町）
・運転免許証を自主返納した高齢者に対し、運転経歴証明書の交付手数料相当額の助成を
実施予定
（陸別町）
・地域間バス利用促進（町民へ路線バス運賃の2/3助成）
（拓殖バス）
免許返納者に対する運賃割引

【出前講座・乗り方教室等】
（帯広市）
・小学校を対象に、公共交通（路線バス）の利用方法などを学ぶ出前講座を実施
（音更町）
・コミバス教室、乗合タクシー教室を実施（R7.11）
・路線バス教室実施（R8.3）
（芽室町）
・職場体験実習生（中高生）に対し実施
・申請に応じてその人専用の時刻表（わたしの時刻表）を作成
（中札内村）
・乗車機会の増加とPRのため、イベントと連携したコミュニティバスの臨時運行を実施
（R7.6）
（幕別町）
・老人クラブ連合会の交通安全推進大会（R7.7）での公共交通のPR、コミバス時刻表配付、
コミバス無料乗車券の周知
（本別町）
小学生を対象に十勝バスを利用する映画観賞会を実施予定（R8.3）
（足寄町）
・へき地と市街地を結ぶ患者輸送バスの利用者を対象に、コミュニティバスへ乗り換えて町
内施設を利用するツアーを実施予定（R8.2）
（十勝バス）
・帯広市内小学校へのバスの乗り方教室を19回実施
・音更町でのバスの乗り方教室を2回実施
（拓殖バス）
・帯広市、音更町等で実施する乗り方教室の実施・協力（R7.6月・9月・10月）
・地域の小中学校で実施する校外活動の協力（R7.6.27下音更中学校）
・一般社団法人交通環境まちづくりセンター主催のセミナー内で音更町コミュニティバスの
乗車体験を実施

【出前講座・乗り方教室等】
（帯広市）
・小学校等を対象に、公共交通（路線バス）の利用方法などを学ぶ出前講座を実施
（音更町）
・路線バス・コミュニティバス・乗合タクシーについての乗り方教室を各１回ずつ実施予定
（芽室町）
・職場体験実習生（中高生）に対し実施
・申請に応じてその人専用の時刻表（わたしの時刻表）を作成
（中札内村）
・乗車機会の増加とPRのため、イベントと連携したコミュニティバスの臨時運行を実施
（幕別町）
・出前講座等での公共交通のPR、コミバス時刻表配付、コミバス無料乗車券の周知
（本別町）
小学生を対象に十勝バスを利用する映画観賞会を実施予定（R9.3）
（足寄町）
・前年度の結果を踏まえて実施を検討
（拓殖バス）
・帯広市、音更町等で実施する乗り方教室の実施・協力

【事業①】
・モビリティ・マネジメントの実施

【事業②】
・公共交通利用促進活動の実施

地域全体で取り組む広域
交通の利用促進

ゼロカーボンに関する取組
など脱炭素施策との連携を
意識し、地域住民に対して、
ライフスタイルに応じたモビ
リティ・マネジメントを実施
することで、公共交通機関を
利用する意識醸成を図ると
ともに、公共交通の利用促
進キャンペーンや乗り方教室
の実施などの利用促進活動
に取り組む

5
公共交通の利用促進活動
の実施

ABC



十勝地域公共交通計画の評価指標と実績値

現状値 目標値 実績値

令
和
３
年
度

（
２
０
２
１

）

令
和
９
年
度

（
２
０
２
７

）

令
和
７
年
度

（
２
０
２
５

）

A 千人 1,519 1,725 1,579 未達成

B ％ 36.9 41.9 35.7 未達成

C 千円 700,486 700,486 815,570 未達成

D

E

F

G

H

I

【参考：施策一覧】

施策①

施策②

施策③

施策④

施策⑤

施策⑥

施策⑦

施策⑧

施策⑨

施策⑩

施策⑪

施策⑫

②公的資金が投入されている公共交通事業
の収支率

北海道十勝地域公共交通計画推進協議会

評価指標
【関連施策番号】

単位
達成状況

（達成・未達成）

①住民等の広域交通の利用者数

・人材確保の取組

③公共交通への公的資金投入額

・広域移動に係る利用実態の調査、分析

・移動サービスの最適化に向けた検討、実施

・地域ニーズを踏まえた移動手段の調査、研究

・バス・タクシー運転手の業務や魅力の発信

・モビリティ・マネジメントの実施

・公共交通利用促進活動の実施

・幹線交通、広域交通と生活圏交通の連携強化

・交通結節点へのアクセス性向上

・情報発信や支払い方法の高度化の検討

・Wi-Fi等のデジタル設備の導入

・MaaSの継続的推進

資料３



資料４

評価指標（KPI） 基準値(基準年) 実績値(令和７年度) 目標値(目標年)

A：住民等の広域交通の利用者数（千人） 1,519 1,579 1,725

B：公的資金が投入されている公共交通事業の収支率（％） 36.9 35.7 41.9

C：公共交通への公的資金投入額（千円） 700,486 815,570 700,486

十勝地域公共交通計画推進管理状況（概要１）

基本方針１ 広域移動ニーズを支える広域交通ネットワークの持続性確保

施策１ 広域移動ニーズを支える公共交通の確保に向けた検討・実施

目標
広域移動に係る利用実態を把握するとともに、地域ニーズを踏まえた移動手段の
最適化に向けた検討をはじめとした持続可能な広域交通ネットワークの確保に向
けた取組を進める

施策２ バス・タクシー運転手の確保

目標
公共交通の運行に必要なバス運転手等を確保するため、運転手の業務について魅
力発信を行うとともに、中長期的な運転手確保に向けた取組を検討するなど、人
材確保に努める

R７年度の主な取組 R７年度の主な取組

【道・市町村】
・広域移動に係る利用実態
に係るデータ収集、分析

【事業①】広域移動に係る利用実態の調査、分析

【交通事業者】
・広域移動に係る利用実態
などのデータ提供

R８年度：継続実施

【道】
・分科会体制による移動
サービスの最適化に向け
た検討

・関係者間の調整

【事業➁】移動サービスの最適化に向けた検討、実施

【交通事業者】
・分科会体制による移動
サービスの最適化に向け
た検討

R８年度：継続検討、実態に応じた見直しを実施

【道・市町村・交通事業者】
・観光地や空港アクセス、生
活圏など地域ニーズを踏ま
えた移動手段の調査、研究

【事業③】地域ニーズを踏まえた移動手段の調査、研究

R８年度：継続実施

【道】
・運転手確保に向け
た移住者向けの仕
事紹介オンライン
イベントの開催等、
魅力の発信

【事業①】バス・タクシー運転手の業務や魅力の発信

【交通事業者】
・運転手確保に向け
た主体的な取組の
実施

R８年度：継続実施

【市町村】
・運転手確保に向け
た交通事業者への
協力、広報活動の
実施

【道】
・バス運転手体験会
及び合同就職説明
会の実施

・中長期的な運転手
確保に向けた新た
な取組の検討、実
施

【事業➁】人材確保の取組

【交通事業者】
・大型二種免許等の
資格取得支援制度
などの人材確保の
取組推進

・バス運転手体験会
及び合同就職説明
会の実施、広報活
動の実施

R８年度：継続実施

【市町村】
・中長期的な運転手
確保に向けた新た
な取組の協力



資料４

評価指標（KPI） 基準値(基準年) 実績値(令和７年度) 目標値(目標年)

A：住民等の広域交通の利用者数（千人） 1,519 1,579 1,725

B：公的資金が投入されている公共交通事業の収支率（％） 36.9 35.7 41.9

C：公共交通への公的資金投入額（千円） 700,486 815,570 700,486

十勝地域公共交通計画推進管理状況（概要２）

基本方針２ シームレス化やデジタル化による広域交通の利便性向上

施策３ 乗継シームレス化によるサービスの利便性向上

目標
広域移動の利便性を向上させるため、交通モード間の乗継時間の改善や交通結節
点へのアクセス性向上を図る

施策４ デジタル技術活用による利便性向上

目標
利用者の利便性向上を図るため、重複路線の共通時刻表を作成するほか、乗車中
の快適性向上に向けてバス車内でのフリーWi-Fiの導入を進めるとともに、情報
発信や支払い方法の高度化や、MaaSの継続的推進に取り組みます。

R７年度の主な取組 R７年度の主な取組

【道】
・交通結節点におけ
る運行ダイヤの最
適化に関する関係
者間の調整

・交通モード間、事
業者間の連携に向
けた調整

【事業①】幹線交通、広域交通と生活圏交通の連携強化

【市町村】
・市町村内の
生活圏交通
の運行ダイ
ヤの調整及
び経路変更
の可能性の
検討

R８年度：自治体の計画策定を踏まえ調査取組内容を継続

【道】
・情報提供や
キャッシュ
レス化など
支払い方法
の高度化の
検討

【事業①】情報発信や支払い方法の高度化の検討

【市町村】
・通学定期助成や高齢者
に対する無料バス券交
付等に関する情報の発
信

・住民に対する公共交通
の時刻表等の情報発信

【交通事業者】
・乗降データの
提供、運行ダ
イヤの検討

【道】
・交通結節点
における運
行ダイヤの
最適化に関
する関係者
間の調整

【事業➁】交通結節点へのアクセス性向上

【市町村】
・待合環境
整備の検
討（随
時）

R８年度：継続実施

【交通事業者】
・乗降データの
提供、運行ダ
イヤの検討

【交通事業者】
・重複路線の共
通時刻表の作
成

・キャッシュレ
ス化など支払
い方法の高度
化の検討

【交通事業者】
・路線バスへのWi-Fi等のデジタル設備の導入

【事業➁】Wi-Fi等のデジタル設備の導入

R８年度：バス事業者において段階的に導入

【事業③】③MaaSの継続的推進

【道】
・MaaS「ト
カチケ」の
継続的推進

【市町村】
・MaaS「トカチケ」の継続
的推進、生活圏交通におけ
るMaaSの検討、実施

【交通事業者】
・MaaS「トカチケ」等
のデジタル技術を活用
したチケットの販売

R８年度：継続実施

R８年度：継続実施



資料４

評価指標（KPI） 基準値(基準年) 実績値(令和７年度) 目標値(目標年)

A：住民等の広域交通の利用者数（千人） 1,519 1,579 1,725

B：公的資金が投入されている公共交通事業の収支率（％） 36.9 35.7 41.9

C：公共交通への公的資金投入額（千円） 700,486 815,570 700,486

十勝地域公共交通計画推進管理状況（概要３）

基本方針３ 地域全体で取り組む広域交通の利用促進

施策５ 公共交通の利用促進活動の実施

目標
ゼロカーボンに関する取組など脱炭素施策との連携を意識し、地域住民に対して、ライフスタイルに応じたモビリティ・マネジメントを実施することで、公共交通機関を利用す
る意識醸成を図るとともに、公共交通の利用促進キャンペーンや乗り方教室の実施などの利用促進活動に取り組みます。

R７年度の主な取組

【道】
・モビリティ・マネジメ
ントに係る情報収集及
び水平展開の実施

【事業①】モビリティ・マネジメントの実施

【市町村】
・モビリティ・マネジメント
の検討、実施（児童向け
の乗り方教室など）

R８年度：継続実施

【交通事業者】
・モビリティ・マネジメ
ントの検討、実施

【事業➁】公共交通利用促進活動の実施

【道】
・公共交通利用
促進活動（ト
カチケ・ノー
カーデー等）
の実施

【市町村】
・公共交通利用促進活動の実施、協力
・自動車運転免許返納者への特典付与
・通学定期助成や高齢者に対する無料
バス券交付等の住民への支援の検
討、実施

【交通事業者】
・公共交通利用促進活動
（トカチケ・ノーカー
デー等）の実施、協力

・企画乗車券の検討、実
施

R８年度：継続実施



令和　　年　　月　　日

協議会名：北海道十勝地域公共交通計画推進協議会

評価対象事業名：地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

運賃箱より取得できる乗降デー
タを基に利用実態を分析し、今
後の路線維持へ向けた運行内
容の協議を沿線自治体と進め
た。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

北海道拓殖バス(株) 緑駒線など全８系統 A
計画のとおり事業は適切に
実施された。

沿線利用者のニーズを反映さ
せつつ、利用しやすく安心でき
る生活交通とするため、必要に
応じて関係自治体と協働し、運
行の効率化を図る。（令和７年
10月、然別湖線鹿追線、新帯
線の路線再編）
また、令和７年１２月から運賃
改定を実施し、収支の改善を図
る。

人口減少時代を見越したデー
タ活用・分析による持続可能な
路線再編について沿線自治体
と協議を進めていき、運行の効
率化を図る。
また、令和７年１２月から一部
路線について運賃改定を実施
し、収支の改善を図る。

運賃改定の実施により天災時
運休による減収を最小限にとど
められ、また、ダイヤ改正によ
る重複路線の効率化で既存路
線の利用拡大と収支改善を
図った。

十勝バス(株) 芽室線など全７系統
計画のとおり事業は適切に
実施された。

A

B

公共交通の利用者数は目
標「1,725千人以上」に対し、
２月の大雪による運休で利
用者が想定より減少したた
め「1,579千人」であったが、
前年度からは横ばいであっ
た。

C

人件費の増加や物価高騰
の影響により経費が増大し
たことから、公的資金が投
入されている公共交通の収
支率は目標「41.9％以上」に
対し「35.7％」となった。

C

人件費の増加や物価高騰
の影響により欠損額が増大
したことから、公的資金投入
額は目標「700,486千円以
下」に対し「815,570千円」で
あった。

資料５



事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

別紙１－２

評価対象事業名： 地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　十勝地域は１市16町２村で構成され、人口は321,232人（R7.1.1住民基本台帳）で、前年同期比で3,909人減少してお
り、過疎化の進行が続いている。総面積は、全道総面積の13％にあたる、10,832ｋ㎡で14振興局の中で最大であり、地
域間幹線系統等により帯広市と周辺町村を結ぶ広域的な公共交通ネットワークが広がっている。
　特に地域間幹線系統については、自家用車をもたない住民にとって帯広市への通勤・通学等のアクセス手段の役割
を果たしているところ、過疎化の進行などにより乗合バスの輸送需要は減少傾向にあることから、大半の路線が不採
算となっておりバス事業者の経営努力だけでは路線の維持確保が困難な状況となっている。
　このため、地域公共交通確保維持事業により、地域間幹線系統を維持確保することで、住民等の移動手段を存続さ
せていく必要がある。

協議会名： 北海道十勝地域公共交通計画推進協議会

令和　　年　　月　　日

資料５
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地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価実施細目 

 

平成２３年１１月２８日 国総支第３０号 

平成２５年１１月２９日 国総支第６３号 

平成２６年 ５月２１日 国総支第１４号 

平成２７年 ４月 ９日 国総支第６９号 

平成３０年１０月２５日 国総支第３５号 

令和 ２年 ２月 ５日 国総地第５９号 

 

 この実施細目は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（平成２３年３月

３０日国総計第９７号、国鉄財第３６８号、国鉄業第１０２号、国自旅第２４０号、国

海内第１４９号、国空環第１０３号。以下「交付要綱」という。）第３条第５項及び地

域公共交通確保維持改善事業実施要領（平成２３年４月１日国総計第５号、国鉄財第４

号、国鉄業第４号、国自旅第２０号、国海内第８号、国空環第５号。以下「実施要領」

という。）に定める補助対象事業の事業評価の実施に当たって必要な事項を定める。 

 

１．事業評価の目的 

  地域公共交通確保維持改善事業の事業評価は、協議会が、生活交通確保維持改善計

画（交付要綱の規定に基づき、生活交通確保維持改善計画に代えることができる各種

計画を含む。以下同じ。）に位置付けられた補助対象事業等について、事業の性質に

応じ、事業の実施状況の確認、目標達成状況等の評価を行うことによって、補助対象

事業がより効果的、効率的に推進されることを目的とする。 

 

２．評価項目 

（１）地域公共交通確保維持事業（離島航路構造改革事業に係る調査事業を除く。）及

び地域公共交通バリア解消促進等事業 

地域公共交通確保維持事業及び地域公共交通バリア解消促進等事業（以下「生活

交通確保維持改善計画に基づく事業」という。）の評価については、運行系統、離島

航（空）路、設備等の別ごとに、以下の評価項目について実施することを原則とす

るが、下記③について、生活交通確保維持改善計画において複数の運行系統、設備

等を包括して目標・効果が記載されている場合は、事業の性質に応じ、当該複数運

行系統、設備等を包括的に評価することができるものとする。 

なお、陸上交通における車両減価償却費等及び公有民営方式車両購入費に係る事

業並びに離島航路構造改革事業（調査事業を除く。）については、運行費（運営費）

補助と一体として評価を実施すれば足りるものとするが、協議会の判断に応じて別

に評価を実施することも可能とする。 

公有民営方式車両購入費に係る事業については、運行費と一体として評価を実施
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する場合、単独で評価を実施する場合のいずれにおいても、交付要綱第２５条の４

第１項第５号に定める収支改善計画を踏まえたものとすることが必要である。 

 

  ①前回（又は類似事業）の事業評価結果の反映状況 

過去に実施した類似事業又は先行事業の評価結果を反映させた場合は、その事業

評価結果をどのように反映させたのかを明らかにすること。 

②事業実施の適切性 

生活交通確保維持改善計画に基づく事業が適切に実施された（されている）か、

評価を行うこと。計画どおり実施されなかった（されていない）場合には、理由等

を明らかにすること。 

③生活交通確保維持改善計画における目標・効果の達成状況 

生活交通確保維持改善計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成された

（達成できる見込み）か、設定した目標ごとに分析を行うこと。目標・効果が達成

できなかった（達成できない見込み）場合には、理由等を分析の上明らかにするこ

と。 

④事業の今後の改善点 

実施した事業について改善点があるかどうかを、事業の目的の達成状況を考慮し

た上で検証すること。 

必要に応じて、上記の検証結果を踏まえて地域における今後の取り組みでの具体

的な改善策（又は改善の方向性）を検討すること（改善策は、事業者の取り組みだ

けでなく、地域の取り組みについて広く検討すること。）。特に、地域公共交通確保

維持事業においては、評価結果を生活交通確保維持改善計画にどのように反映させ

るか、方向性又は具体的な内容を検討すること。 

併せて、より適切な目標設定について検討すること。 

 

（２）計画等の策定に係る事業（離島航路構造改革事業に係る調査事業、地域公共交通

調査事業（計画策定事業）、地域公共交通再編推進事業（再編計画策定事業））及

び地域公共交通バリアフリー化調査事業）が適切に実施され、計画等の策定につ

ながるものとなっているか、調査結果を整理し評価する。適切に実施されなかっ

た場合には、理由等を明らかにする。 

さらに、生活交通確保維持改善計画等の計画等の策定に向けた方針も明らかにす

る。 

 

（３）計画推進に係る事業（地域公共交通調査事業（計画推進事業）・地域公共交通再

編推進事業（再編計画推進事業）） 

事業が適切に実施されたかを評価する。適切に実施されなかった場合には、理由

等を明らかにする。 
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さらに、今後の改善点として、取り組み内容・関係者それぞれが果たすべき役割・

連携のあり方等を明らかにする。 

 

３．事業評価 

（１）自己評価（一次評価）の報告 

実施要領６．（１）①に定める地方運輸局等への評価の報告については、別添１

に掲げる様式に基づいて実施するものとする。 

この場合において、地域公共交通確保維持事業（離島航路構造改革事業に係る調

査事業を除く。）又は地域公共交通バリア解消促進等事業（利用環境改善促進等事

業に限る。）に係る評価を実施している協議会にあっては、別添１－２に掲げる様

式に基づいて、当該協議会が生活交通確保維持改善計画に掲げる地域の交通の目指

す姿（利用環境改善促進等事業において生活交通確保維持改善計画に代えて生活交

通改善事業計画を策定している場合にあっては、事業実施の目的・必要性。）を報

告するものとする。ただし、当該報告は二次評価の実施対象とはしない。 

 

（２）二次評価の報告 

実施要領６．（１）②イ．に定める国土交通省総合政策局への評価の報告につい

ては、別添２に掲げる様式に基づいて実施するものとする。 

 

４．評価項目等の見直し 

  評価項目、評価の実施方法等については、評価結果、事業の実施状況、各種調査研

究の検討結果等を踏まえて、今後、必要に応じて見直すものとする。 

 

５．特定被災地域公共交通調査事業の取扱いについて 

特定被災地域公共交通調査事業については、被災地等の現状を考慮して、事業評価

の対象としないものとする。 

  

附  則（平成２５年１１月２９日 国総支第６３号） 

この実施細目の一部改正は、平成２５年１１月２９日から施行する。 

 

附  則（平成２６年５月２１日 国総支第１４号） 

この実施細目の一部改正は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改

正する法律（平成２６年法律第４１号）の施行の日から施行する。 

 

附  則（平成２７年４月９日 国総支第６９号） 

１．施行期日 

この実施細目の一部改正は、平成２７年度予算から施行する。 
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２．経過措置 

 平成２７年度予算に関する実施要領の改正に係る附則２．に基づいて実施される事業

評価の取扱いについては、なお従前の例によることとする。 

 

附  則（平成３０年１０月２５日 国総支第３５号） 

この実施細目の一部改正は、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一

部を改正する法律（平成３０年法律第３２号）附則第１条に規定する政令で定める日から施

行する。 

 

附  則（平成３０年１０月２５日 国総支第３５号） 

この実施細目の一部改正は、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一

部を改正する法律（平成３０年法律第３２号）附則第１条に規定する政令で定める日から施

行する。 

 

附  則（令和２年２月５日 国総地第５９号） 

１．施行期日 

この実施細目の改正は、令和元年度第一次補正予算から施行する。 

２．経過措置 

交付要綱附則（令和２年２月５日）第３条第１項に規定する被災地域鉄道路線代替輸

送事業及び実施要領附則（令和２年２月５日）２．に規定する経過措置の適用を受ける

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金については、事業評価の対象としないもの

とする。 



北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、北海道十勝地域公共交通計画推進協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成19年法律第59号）第６条第

１項の規定に基づき、地域公共交通計画の作成及び実施に関する協議を行うために設置する。 

（事業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

(１) 地域公共交通計画の作成及び変更に関する協議 

(２) 地域公共交通計画の事業の実施に関する協議 

(３) 前２号に掲げるもののほか、前条の目的を達成するために必要な事業 

 （協議会の委員） 

第４条 協議会は、別表に掲げる委員をもって組織する。 

２ 委員の報酬及び費用弁償に関する事項は、会長が別に定める。 

（協議会の役員） 

第５条 協議会に、次に掲げる役員を置く。 

(１) 会長  １名 

(２) 副会長 １名 

(３) 監事  ２名 

２ 会長は、北海道十勝総合振興局地域創生部長をもって充てる。 

３ 副会長及び監事は、会長が指名する委員をもって充てる。 

４ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、会長の職務を代理する。 

６ 監事は、協議会の出納を監査し、その結果を会長に報告しなければならない。 

７ 会長、副会長及び監事は、相互に兼ねることができない。 

（総会） 

第６条 総会は、委員をもって構成する。 

２ 総会は、会長が招集する。 

３ 総会は、次に掲げる事項を協議し、議決する。 

(１) 協議会の規約の制定及び改廃に関する事項 

(２) 地域公共交通計画の作成及び変更に関する事項 

(３) 事業の実施に関する事項 

(４) 予算の決定及び決算の承認に関する事項 

(５) 協議会の解散に関する事項 

(６) その他協議会の運営上必要と会長が認めた事項 

４ 総会の議長は、会長がこれに当たり、会長が欠席した場合にあっては、副会長がこれに当たる。 

５ 会長は、総会の開催の日時、場所及び総会に付議すべき案件をあらかじめ委員に通知しなければ

ならない。 

６ 総会は、委員の過半数の出席がなければ、開くことができない。 

７ 総会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

ただし、第３項第５号に掲げる事項にあっては、委員の総数の４分の３以上で決するものとする。 

８ 委員は、やむを得ない理由により総会に出席することができないときは、あらかじめ通知された

事項について、書面により議決権を行使し、又は当該委員の所属する団体の職員を代理人として議

決権を委任することができる。この場合において、当該委員は、総会に出席したものとみなす。 



９ 総会は、原則として公開とする。ただし、総会において個人情報を取り扱う場合その他会議を公

開することにより総会の運営に支障が生ずると会長が認めるときは、全部又は一部を公開しないこ

ととすることができる。 

10 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を総会に出席させ、意見を聴取することがで

きる。 

11 第４項から前項までの規定にかかわらず、感染症のまん延を防止するため必要があるときその他

やむを得ない事情により総会を招集することができないと会長が認めるときは、第３項各号に掲げ

る事項について書面により委員の意見を徴する方法により総会を行うことができる。この場合にお

いて、会長が指定する期日までに書面を提出した委員の２分の１（同項第５号に掲げる事項にあっ

ては、委員の総数の４分の３）以上が当該事項について同意したときは、当該同意をもって総会の

議決があったものとみなす。 

12 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（幹事会） 

第７条 協議会の円滑な運営を図るため、協議会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、別表に掲げる幹事をもって組織する。 

３ 協議会の会務を整理するため、幹事会に幹事長を置き、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政

策課長をもって充てる。 

４ 幹事会は、総会に提案する事項その他幹事長が必要と認めた事項を協議するものとする。 

５ 幹事長は、幹事会を招集する。 

６ 幹事長は、幹事会の開催の日時、場所及び幹事会で協議する事項をあらかじめ幹事に通知しなけ

ればならない。 

７ 幹事会の議事は、出席した幹事の過半数で決し、可否同数の場合は、幹事長の決するところによ

る。 

８ 幹事は、やむを得ない理由により幹事会に出席することができないときは、あらかじめ通知され

た事項について、書面により議決権を行使し、又は当該幹事の所属する団体の職員を代理人として

議決権を委任することができる。この場合において、当該幹事は、幹事会に出席したものとみなす。 

９ 幹事長は、必要があると認めるときは、幹事以外の者を幹事会に出席させ、意見を聴取すること

ができる。 

10 第５項から前項までの規定にかかわらず、感染症のまん延を防止するため必要があるときその他

やむを得ない事情により幹事会を招集することができないと幹事長が認めるときは、第４項に規定

する事項について書面により幹事の意見を徴する方法により幹事会を行うことができる。この場合

において、幹事長が指定する期日までに書面を提出した幹事の２分の１以上が当該事項について同

意したときは、当該同意をもって幹事会の議決があったものとみなす。 

11 幹事長は、幹事会の議決があった事項を速やかに協議会に報告しなければならない。 

12 前各項に定めるもののほか、幹事会の運営に関し必要な事項は、幹事長が別に定める。 

（分科会） 

第８条 第３条各号に掲げる事業について専門的な調査又は検討を行うため、必要に応じて協議会に

分科会を置くことができる。 

２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、前２条の規定に準じて会長が別に定める。 

（協議結果の尊重義務） 

第９条 委員は、協議会において協議が調った事項については、その結果を尊重しなければならない。 

（守秘義務） 

第 10条 委員並びに第６条第10項の規定により総会に出席した者、第７条に規定する幹事会に出席

した者及び第８条に規定する分科会に出席した者は、個人情報その他協議会の運営上知り得た秘密

を他に漏らしてはならない。 



（事務局） 

第 11条 協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置く。 

２ 事務局は、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課に置く。 

３ 事務局には、事務局長、事務局次長その他必要な職員を置く。 

４ 事務局長は、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課長をもって充てる。 

５ 事務局は、次に掲げる業務を行う。 

(１) 総会等の運営に関する業務 

(２) 協議会の経費の執行及び管理に関する業務 

(３) 文書の収受、発送、編さん及び保存に関する業務 

(４) 前３号に掲げるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項に関する業務 

６ 前各項に定めるもののほか、事務局の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（財務） 

第 12条 協議会の経費は、補助金、負担金、繰越金その他の収入をもって充てる。 

２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月31日までとする。 

３ 監事は、協議会の会計の監査を行ったときは、その結果を会長に報告しなければならない。 

４ 前３項に定めるもののほか、財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（協議会が解散した場合の措置） 

第 13条 協議会が解散した場合には、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長であった者

がこれを清算し、清算後は、その結果を委員であった者に対し通知するものとする。 

２ 協議会が解散する際に有する残余財産の処分は、解散を議決した総会の時に議決を経て、その取

扱いについて決定する。 

（剰余金等の処理） 

第 14条 協議会は、決算において、剰余金が生じた場合には、総会の議決を経て、これを処理しなけ

ればならない。 

２ 協議会は、決算において、欠損金が生ずる見込みとなった場合には、総会の議決を経て、これを

処理しなければならない。 

（事故の処理） 

第 15条 協議会は、第３条各号に掲げる事業に起因する事故が生じたときは、総会の議決を経て、こ

れを処理しなければならない。 

（委任） 

第 16条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

この規約は、令和４年６月７日から施行する。 

 

附 則 

この規約は、令和５年６月２７日から施行する。 

 

  附 則 

この規約は、令和７年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

この規約は、令和７年６月２６日から施行する。 



別表（第４条、第７条関係）

協議会 幹事会

地域創生部長 会長

地域創生部地域政策課長 ○ 幹事長

帯広市 都市環境部都市建築室都市政策課長 ○ ○

音更町 企画財政部企画課長 ○ ○

士幌町 地域戦略課長 ○ ○

上士幌町 企画財政課長 ○ ○

鹿追町 企画課長 ○ ○

新得町 地域戦略室長 ○ ○

清水町 企画課長 ○ ○

芽室町 政策推進課長 ○ ○

中札内村 総務課長 ○ ○

更別村 企画政策課長 ○ ○

大樹町 企画商工課長 ○ ○

広尾町 企画課長 ○ ○

幕別町 住民生活部防災環境課長 ○ ○

池田町 企画財政課長 ○ ○

本別町 企画財政課長 ○ ○

足寄町 まちづくり推進課長 ○ ○

陸別町 総務課長 ○ ○

豊頃町 企画課長 ○ ○

浦幌町 まちづくり政策課長 ○ ○

十勝バス株式会社 運輸営業部長 ○ ○

北海道拓殖バス株式会社 業務部長 ○ ○

十勝地区バス協会 事務局 ○

十勝地区ハイヤー協会 専務理事 ○

北海道旅客鉄道株式会社釧路支社 次長（営業） ○

北海道開発局帯広開発建設部 道路計画課長 ○

北海道十勝総合振興局帯広建設管理部 事業室地域調整課長 ○

公安委員会
北海道釧路方面公安委員会

（北海道警察釧路方面本部）
交通課課長補佐（規制） ○

北海道運輸局 帯広運輸支局 首席運輸企画専門官 ○ ○

北海道開発局帯広開発建設部 地域連携課長 ○

北海道エアポート㈱帯広空港事業所 管理部長 ○

日本航空株式会社帯広支店 支店長 ○

株式会社ＡＩＲＤＯマーケティング本部営業部道東営業支店 支店長 ○

十勝観光連盟 事務局長 ○

帯広観光コンベンション協会 事務局長 ○

帯広商工会議所 産業振興部地域支援課長 ○

北海道十勝管内商工会連合会 事務局長 ○

十勝圏複合事務組合 事務局総務課長 ○

公共交通事業者等

道路管理者

その他

 【北海道十勝地域公共交通計画推進協議会　構成員】 

区分 組織名 職名等
構成員

地方公共団体

北海道十勝総合振興局


